
 
 

 

【イラクのシンジャール地域における女性の自立支援】 

～「ナディアのイニシアチブ」とIOMイラク事務所の連携 ～ 

 

令和2年8月12日 

イラクのシンジャール地域には、ヤジディ教徒と呼ばれる宗教的少数派の人々が住んで

います。ヤジディ教徒は独自の文化と宗教をもち、この地域で長い歴史を築いてきまし

た。しかし2014年にこの周辺地域で影響力を強めたイスラム国は、同地域のヤジディ

教徒や他の人々を迫害し、大量虐殺を開始しました。これにより35万人以上のヤジデ

ィ教徒がシンジャール地域から避難することを余儀なくされました。 

2020年6月現在、10万人以上のヤジディ教徒がシンジャール地域に帰還できたものの、

生活を立て直すことは容易ではありません。生計を支えていた夫や父親を紛争で失った

女性も多く、彼女たちは今、悲しい過去と向き合いながらも、生き残った家族のために

自らが世帯主となって生計を立てようとしています。そして生き残った人々への正義が

司法によってもたらされることを願いながら、故郷の平和と安定のためにシンジャール

地域の復興に尽力しています。 

2018年にノーベル平和賞を受賞したナディア・ムラード氏は、イスラム国の迫害を受

け避難を余儀なくされたヤジディ教徒のひとりです。彼女は現在「ナディアのイニシア

チブ」という支援団体の理事長を務めています。 

ナディア・ムラード氏は以下のように話しました。「いかなる問題を解決するためにも

、女性の活躍は不可欠です。コミュニティの問題について今まで男性が中心となって議

論してきましたが、今後は女性が声を上げていくことで、社会により大きな変化をもた

らすことが出来るでしょう。ヤジディ教徒の女性は、持続可能な生計支援を受けること

で、シンジャール地域の復興に大いに貢献することができるでしょう。イラクの平和構

築にシンジャール地域の復興は不可欠です。より多くの支援がこの地域に届けられるこ

とを願います。」 

また、ジェラルド・ウェイトIOMイラク事務所代表は、「シンジャール地域では、教育

、カウンセリング、職業訓練、雇用機会が充分ではないというのが現状です。より一層

の社会心理的支援及び生計向上支援が必要とされています。」と述べました。 

2019年に安倍晋三首相はナディア・ムラード氏と会談しは、「イラクの安定化と、紛

争における性暴力の防止と被害者支援を促進するためにも、日本はイスラム国から解放

された地域の復興を継続して支援していきます。」と述べました。そして首相は、中東



 
 

 

及びその他の地域で紛争被害者とその子供たちを支援しているナディア・ムラード氏に

、深い敬意を表しました。 

IOMイラク事務所は、日本政府の支援により、「ナディアのイニシアティブ」と連携し

て、シンジャール地域における女性の自立と生計支援事業を実施しています。特に職業

訓練と新規ビジネスの創出は活動の要です。小規模なビジネスを始めることで、女性た

ちは収入源を確保できるだけでなく、自分に自信をもつことができると考えているから

です。 

この事業では、デンマークのNGO「ミッション・イースト」が運営するシンジャール市

の多目的コミュニティセンターを通じて、女性たちに対する心理社会的支援も提供して

います。 

この女性の自立と生計支援事業は、IOMイラク事務所の「イラクの治安と開発の連携強

化：紛争の影響を受けた地域におけるコミュニティ安定化支援」プロジェクトの一環と

して運営されています。このプロジェクトは日本政府からの支援によって実施されてい

ます。 

 

 

詳細は、IOMイラク事務所広報課にお問合せ下さい。Tel: +964 751 402 2811, Email: 
iraqpublicinfo@iom.int 

 


